
 

 

 

 

 
 

この「のびるよ そだつよ」は、本校が進めている研究活動を保護者の皆様にご紹介するための 

研究便りです。研究内容や研究授業の日程、子供たちの様子等をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の研究授業は、保護者の方には公開できません。教員の参観も別室でモニターを通して 

見ることで、教室に入る人数を絞って、密にならないように行う予定です。 

 のびるよ そだつよ 
国立市立国立第五小学校 研究便り 

校長   向井 美紀 

   NO.１  令和２年９月４日 

（編集：国立第五小学校 研究部） 

≪今年度の研究授業予定≫  

変更することもあります。詳細は学校だより等でご確認ください。 

９月７日（月）つくし学級     11 月 11日（水）2年生 

１０月５日（月）３年生      1 月 27日（水）1年生 

１１月２日（月）6年生      2 月 17日（水）専科（図工） 

※5月・6月に予定していた4・５年生の授業は、年度末までに行う予定です。 

 

『主体的に伝え合う児童の育成に向けて』 
～国語科の授業を通して～ 

 

昨年度までは算数の授業を通して、『問題解決を通して、考えをつなげ合う子の育成』をテーマに研

究しました。児童が自分の考えをもち、積極的に表現して相手に伝え、また、互いに理解し合ってとも

に問題を解決していくことを目指しました。その中で、なかなか自分の考えに自信をもてず積極的に話

し合いに参加できない姿や、言いたいことを的確に表し論理立てて話すことに苦戦している姿が見られ

てきました。 

そこで、令和２年度の研究では、『主体的に伝え合う児童の育成』をテーマにしました。児童が生活

するあらゆる場面で、伝え合う力が必要とされます。協働的に社会生活を営んでいく上では伝え合う力

が欠かせません。自分の考えをしっかりと伝えること、他（友達）の考えをきちんと受け止めること、

さらによりよい考えにまとめていくことが、これからを生きる子供たちには求められます。まずは基礎

的な伝え合いの技術を身に付けることを目指し、サブテーマを「国語科の授業を通して」とすることに

しました。言葉の力を付けることを主目的としている国語科の中で、しっかりと言葉の力を身に付けた

上で、価値ある伝え合いの場面を授業の中に設定していきます。 

今年度から、新しい学習指導要領が全面実施されています。その中で「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向かって授業改善をしていくことを私たち教員は求められています。研究を進める中で、子供

たちが楽しみながらすすんで学習に取り組み、教材文や課題と真剣に向き合い、自分の心に問いかけ、

自分の考えを友達と対話することで、より広く深く考えることができればと考えております。 


